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会　議  概  要　
	会議名称
	人権尊重の明るい伊那市づくり審議会

	日時
	平成２７年６月２６（金）　午後１時３０分～２時５０分

	場所
	５０２会議室

	欠席者
	なし

	会議事項・概要

	１　開　　会　　原総務部長
２　あいさつ　　野溝会長
３　自己紹介　　全員
４　協議事項

（１）平成２７年度人権関係事業計画について　（幹事説明　概要〕

　　①市民課　　　　・外国人相談窓口開設事業計画
　　②社会福祉課　　・社会を明るくする運動推進計画

　　　　　　　　　　・障害者福祉事業計画　
　　③子育て支援課　・伊那市幼児人権同和教育実施計画
　　④健康推進課　　・精神保健事業・ＨＩＶ感染者対策・虐待予防事業計画
　　⑤高齢者福祉課　・高齢者の人権擁護事業実施計画
　　⑥商工振興課　　・伊那市企業人権教育推進連絡協議会事業計画
　　⑦学校教育課　　・学校教育における人権同和教育の推進計画
　　⑧生涯学習課　　・社会人権同和教育推進計画　
　　⑨企画課　　　　・人権同和政策事業実施計画

　　　　　　　　　　・男女共同参画計画推進事業計画

　　　　　　　　　　・多文化共生事業計画
≪質　疑≫
　　委員・・・小、中学校の計画について、同和教育はどのように扱っているのか。
　　幹事(委員)・・教科（道徳）や特別活動の中で行っている。また６月・１１月の週間旬間時など
　　　　　　　　　にも取り組んでいる。

　　委員・・・認知症サポーター養成講座で延べ5,000人受講した後の活用はどうであるか。
幹事・・・主に２つキャラバンメイトとサポーターに分けられる。キャラバンメイトはサポーター講座開講など積極的に働きかける団体である。サポーターは講習を受け、認知症の方やその家族を見守るのが役目。　　　　　

委員・・・下の子どもが生まれる時に上の子は保育園を退園しなければいけないとTVで観たが
　　　　　伊那市はどうなのか、母親から不満の声はでないか。
幹事・・・未満児（０，１，２歳）時のみ退園となるが、家にいるということは保育できるという状況とみている。特に伊那市では不満の声は届いていない。

　　委員・・・同和教育について、学校は意識が高くなりよくなってきていると感じるが、６０歳以上の年配の意識は低く、自分達とは無関係だと思っている人が多いと感じている。
１１月の全国人権・同和教育研究大会は１万人規模。参加協力をお願いしたい。
　　委員・・・こころの健康づくりサポーターに参加した。うつ病の患者が周囲にいるので
　　　　　　　とても参考になり、有意義だった。

　　委員・・・ある高校が土曜日授業を導入したと聞いたが、伊那市では土曜日授業の導入予定はあるのか。
　　幹事・・・教育委員会としては予定していない。小中課程を土曜日に学校行事としているところはない。　　　　　

　　委員・・・人権問題は地道な取組が大切で、地域で４０・５０代の年齢層の意識を高めることが必要だ。社会教育の講座などでも、自分達から呼びかけする努力をしなければいけないと感じる。高齢化率についても、認知症の人も増えていくかと思うが、認知症を地域でお互い理解していこうと呼びかけることが大切かと思う。
　　委員・・・学校での人権教育の取組は自分の地区では、きちんとやっていると感じている。
他の学校も多くの計画があるが取組みについてはどうか。
　　幹事・・・計画どおり進めていて、すべて実施している。年度末に報告する。
　　委員・・・条例は合併時にできているものだが、以前のものはどうか。また、人権というと以前は同和中心である印象があるが、変わってきているのか。
幹事・・・条例は合併前からあり、合併時に３市町村の協議の上で条例は定められ、旧伊那市の時とあまり変わりはない。また、同和は、人権を幅広い分野の中での一つとして捉える。
委員・・・各担当課から様々な取組が出ているが、このような会議に参加しなければ知らないことが多い。参加することが勉強になる。また、４０・５０代に認知症に関心を持ってもらい、いかに関わっていくか大切なことだと思う。　　　　
　　委員・・・戦争との関係はどうであるか。
　　幹事・・・平和政策がある。人権侵害との関わりでつながりを持ち進めていきたい。
　　委員・・・社会人権の講演会で戦争について聴いた。
　　幹事・・・戦争については節目の年にあたり、各層交えての座談会を行なった。市報にも掲載し、広報していく。
　　

　　会長・・・成人式などでも戦後の節目の取組をしてほしいと思う。各課意欲的な事業の取組が企画されていると感じるが、これらが計画倒れにならないようしっかり進めてほしいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）その他　　事務局から　全国人権・同和教育研究大会の協力依頼

５　「認知症を理解する」(高齢者福祉課より)
　　
　委員・・・１年に２回の会議だが、また時間を設け認知症について話を聞きたい。大事なこと
　会長・・・地区で広めてほしい。
６　閉　　会　　丸山副会長　
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